
時
評

「
周
縁
」か
ら

　
今
月
か
ら
時
評
を
担
当
す
る
。
和
歌
と
短
歌
の
間
で
、
今
を
考
え
た
い
。

　
本
稿
執
筆
中
の
五
月
現
在
、
東
京
は
非
常
事
態
宣
言
下
、
歌
会
や
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
が
相
次
い
で
い
る
。
博
士
後
期
課
程
に
進
学
し
た
も
の
の
、
式
典

は
無
く
早
稲
田
大
学
は
閉
鎖
、
春
学
期
の
講
義
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
も
の

と
な
っ
た
。非
常
勤
先
の
高
校
も
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
授
業
を
行
う
。リ
モ
ー

ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。

　
冷
泉
家
の
月
次
歌
会
も
休
会
と
な
り
、
歌
題
の
口
伝
が
文
書
で
送
ら
れ
て

き
た
。
こ
れ
で
歌
を
作
り
、詠
草
が
添
削
さ
れ
る
。
リ
モ
ー
ト
歌
道
で
あ
る
。

　
和
歌
史
上
、
通
信
添
削
は
さ
ほ
ど
変
わ
っ
た
こ
と
で
も
な
い
。
近
世
に
は

美
濃
の
豪
商
が
京
都
の
複
数
の
宗
匠
に
同
じ
詠
草
を
送
り
、
添
削
を
見
比
べ

て
い
た
事
例
も
あ
る
（
神
作
研
一
『
近
世
和
歌
史
の
研
究
』
角
川
学
芸
出
版

2013

）。封
建
体
制
の
中
で
、都
の
宗
匠
を
相
対
的
に
見
た
地
方
歌
人
を
思
う
。

　
中
止
の
相
次
ぐ
歌
壇
だ
が
、「
短
歌
研
究
」
五
月
号
が
二
八
〇
人
に
よ
る

作
品
を
集
め
、
圧
巻
で
あ
っ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
す
る
だ
ろ
う
。
編
集
後
記

に
は
、
恒
例
と
し
て
刊
行
し
て
き
た
男
性
歌
人
特
集
号
と
女
性
歌
人
特
集
号

を
、
現
在
の
編
集
方
針
に
そ
ぐ
わ
な
い
企
画
と
し
て
取
り
や
め
た
結
果
だ
と

あ
る
。
歌
壇
で
批
判
さ
れ
て
き
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
問
題
に
関
し
て
画
期
と
な

る
出
来
事
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

　「
短
歌
」
五
月
号
の
リ
レ
ー
連
載
「
青
年
の
主
張
」
で
山
階
基
が
同
リ
レ
ー

連
載
「
親
父
の
小
言
」（
見
開
き
で
隣
り
合
っ
て
い
る
）
を
痛
烈
に
批
判
し
て

い
た
。
こ
れ
も
、「
短
歌
研
究
」
と
通
じ
る
問
題
意
識
で
あ
る
。「
親
父
」
と

い
う
表
題
ど
お
り
、
書
き
手
と
し
て
女
性
歌
人
へ
バ
ト
ン
が
回
っ
て
い
な
い

こ
と
へ
の
批
判
が
あ
る
。

　「
親
父
」
と
は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
っ
た
方
向
へ
傾
い
て
い
く
若
い
世

代
に
対
し
て
、
そ
の
方
向
性
に
疑
義
を
呈
す
る
父
性
を
帯
び
た
存
在
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
若
い
世
代
か
ら
見
る
と
、
た
ち
は
だ
か
る
壁
と

言
え
よ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
存
在
が
、「
親
父
の
小
言
」
と
い
う
旧
態
依
然

の
フ
レ
ー
ズ
を
も
っ
て
現
れ
、
若
い
世
代
に
そ
の
存
在
自
体
を
批
判
さ
れ
る

と
は
、
よ
く
で
き
た
話
で
は
な
い
か
。
山
階
の
痛
烈
な
批
判
こ
そ
、
期
待
さ

れ
て
い
た
反
応
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
さ
え
思
え
て
く
る
。

　「
青
年
」
に
ツ
ッ
コ
ま
れ
る
壁
で
あ
り
続
け
る
の
か
、
そ
れ
と
も
「
青
年
」

へ
歩
み
寄
る
の
か
、は
た
ま
た
「
青
年
」
へ
反
撃
に
回
る
の
か
、今
後
の
「
親

父
」
に
注
視
し
た
い
。

　「
か
り
ん
」
が
刊
行
五
〇
〇
号
を
越
え
、
五
月
号
で
は
「
次
代
の
駆
動
力
」

と
銘
打
っ
て
若
手
特
集
を
組
ん
で
い
た
。
企
画
者
の
大
井
学
は
、
何
か
を
取

り
上
げ
る
時
に
生
じ
る
、
周
縁
的
な
、
そ
の
他
の
存
在
の
中
に
、「
若
手
」
と

い
う
語
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。「
若
手
」
は
誰
も
が
通
過
す
る
周
縁
の
状
態
だ

が
、
こ
れ
を
「
内
在
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
団
＝
組
織
の
代
謝
が
可
能

と
な
る
」
と
い
う
（「
総
論
・「
こ
と
ば
の
背
景
」」）。
ネ
ッ
ト
空
間
の
共
同
体

化
に
よ
っ
て
、
結
社
の
存
在
意
義
が
問
い
直
さ
れ
て
い
る
中
、
こ
の
視
点
は

重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
企
画
が
立
ち
上
が
り
、
実
行
さ
れ
る
組

織
力
も
、「
か
り
ん
」
の
強
さ
だ
と
思
う
。

　「
心
の
花
」
の
「
若
手
」
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
で
頭
角
を
現
し
て
い
る
。
私
も
、

こ
の
変
容
の
時
代
に
組
織
の
中
心
へ
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
る
「
周若

手縁
」
で
あ
り

た
い
と
思
う
。
ラ
イ
バ
ル
は
少
な
く
な
い
。

御
手
洗
靖
大
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